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＜連絡事項＞

· 年末調整に伴う申告書に必要事項を記入の上、本日中厳守で総務へ提出する事。
· 風邪症状を訴えるメンバーが増えてきている為、各自体調管理を徹底する事。

· パソコンフォルダ内が煩雑となってきている為、各自確認・整理する事。

· 日用品発注は、原則午前中となる為厳守する事。尚、緊急時には庶務まで要相談。

· 糖尿食の御膳を間違えそうになるメンバーがいる為、配膳時には特別食のカートの所に必ずスタッフが付き添う事。

＜外来情報＞

· 高橋　百壽様～24日に八戸赤十字病院を退院したとの事。インスリン注射を実施する予定だった
　　　　　　　が、しばらく内服薬のみで治療していくことになったとの事。現在症状安定して
　　　　　　　おり体調は良いとの事。デイケア利用については、身体状態が落ち着いてからと
　　　　　　　医師より説明あり。

· 晴山　美智子様～カウンセリングは２週間に１度の実施となっている。職親について来月で終了し、
　　　　　　　　近場での新しい職親を、青明舎が探す予定と報告あり。
　　　　　　　　右窩の腫脹については皮膚科受診し、脂肪腫と診断あり治療中との事。

· 我満　奈津紀様～娘様が風邪で看病が大変だったと近況報告あり。本人様は、体調不良はないと
　　　　　　　　の事。

＜利用者様情報＞

· 大野　友章様～青風荘より情報あり。
　　　　　　　実家からお姉様が危篤との連絡あり、急遽実家帰省している。明日帰荘予定との事。

· 岩城　敏夫様～青風荘スタッフに関する妄想的な発言が多く聞かれるようになっている。
　　　　　　　例：自分の絵を売ったお金を青風荘スタッフが使っている。
　　　　　　　　　実家から毎月20万円程青風荘スタッフへ振込んでいたが、最近振込みがなく
　　　　　　　　　なってからは対応が冷たくなった。
　　　　　　　⇒現在行動化する事は見られていないが、変化の見られた時には随時情報提供する。　　　　　　　　　　　　　　

· 中川原　義雄様～来所時、表情の強張り見られておりスタッフの話し掛けにも反応見られない。
　　　　　　　　歩行も前のめりとなり足早。足音も大きい印象あり。
　　　　　　　　他メンバーの話を遮ることや声高となる事みられ、音楽をかける際には大音量と
　　　　　　　　なっている。
　　　　　　　　昼食後には表情良くスタッフや他メンバーとの交流みられているが、声高な印象
　　　　　　　　は受けない。
　　　　　　　　⇒・一時的な気分変動が考えられる為、本人の様子を観察し介入が必要な
　　　　　　　　　　タイミングを計る。
　　　　　　　　　・先日、中川原様の発言をめぐって他メンバーとトラブルとなった経緯があり、
　　　　　　　　　　不安定となっている事が考えられる。

· 大久保　律子様～金曜の帰宅時に、他メンバーからいじめを受けていると発言あり。詳細について
　　　　　　　　確認すると、“周囲のメンバーが自分の事を避けている気がする”“自分の事を
　　　　　　　　子供だと言われた”“雰囲気が合わない気がする事がある”と話されている。
　　　　　　　　⇒　スタッフから見て、周囲のメンバーが避けている印象は無いことを説明して
　　　　　　　　　　いる。
　　　　　　　　　　周囲のメンバーが作業中にも、大久保様の気分が高い事があり、場面に応じ
　　　　　　　　　　た対応をする必要があることを説明している。

· 晴山　美智子様～先週本人より訴えのあった右腋窩の腫脹について、皮膚科受診したと報告あり。
　　　　　　　　脂肪腫と診断受け軟膏処方となったとの事。
　　　　　　　　職親について、12月いっぱいで終了し、その後デイケアを利用しながら近場で
　　　　　　　　の職親先を探す予定との事。
　　　　　　　　⇒　青明舎へ現況確認し、今後の予定について詳細確認・情報交換一貫した対応
　　　　　　　　　　を行っていく。

＜デイケア事例検討＞

北嶋　剛様　（45）　統合失調症　　糖尿病

近況：昨年12月より膝の痛みを訴え整形受診。半月板損傷との診断あり、手術を実施。術後リハビリ
の為、今年７月まで欠席。

７月より通所再開しているが、膝の痛みやお父様の体調不良の為に欠席すると連絡あり。状態確認の為、自宅へ連絡すると御家族よりそのような事実はないと報告受けている。本人に再度欠席理由について伺うと、“ミーティングなどの集団の場での緊張”“周囲の人との関係が気になる”と訴え月１度程度の利用に留まったまま、現在に至っている。

欠席時には、通所予定日当日に近況報告の電話連絡をする事出来ているが、同内容の電話が頻回で、１度の電話時間も長時間となる事が多い。最近は、お母様との関係について連絡・相談を受ける機会が増えている。

　　　

現在の治療計画

　①対人関係や病気に対する不安などを傾聴し、ストレスを溜めないように援助する。

②本人又はご家族から生活状況について確認し、調子の良い時には来所するよう促す。

③来所した際には評価し、本人にとって無理のない範囲でプログラム参加を勧める。

今後の対応

· 以前に比べて来所する事が出来るようになっている事を評価し、来所出来ない時はどのような場合があるのか、以前よりも来所できるきっかけとなった事柄について面談を通して振り返りを行う。

· お母様と定期的に連絡を取り、本人様に関する情報を受けると共に、お母様の話を傾聴することによるストレス発散に努める。（ご家族に対する精神的な支援）

⇒　御本人と御家族の関係調整。

・本人様からの電話連絡があった際には、話の最初に予め時間の設定を行う。

